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福島県消防学校教育訓練細則
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第一章 総則

（趣旨）

第１条 この細則は、福島県消防学校教育訓練規則（昭和４１年福島県規則第５号。

以下「規則」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。

第二章 学校教育

（学校教育の到達目標等）

第２条 校長は、規則第６条に定める各教育訓練の到達目標等については、教育訓

練指針として別に定めるものとする。

（消防団員基礎教育の特例）

第３条 校長は、規則第４条第３項に定める基礎教育については、概ね３年の範囲

内の期間において、分割して行うことができるものとする。

２ 前項の場合であって、市町村及び消防本部（以下、「市町村等」という。）が

教育訓練の一部を分担できるときは、校長は、市町村等と協議の上、当該市町村

等における教育訓練の受講をもって、消防学校における教科目の修了と認定する

ことができるものとする。

（提出書類等）

第４条 規則第９条に規定する提出書類等については別表１のとおりの区分とす

る。

２ 前項における健康診断書の様式（第二号様式）については、規則第４条第２項

に定める初任教育において、労働安全衛生規則（昭和４７年労働省令第３２号）

第４３条の規定による採用時の健康診断にかかる健康診断書があるときは、その

写しをもって、同項の健康診断書に代えることができる。

３ 消防職員である学生は、入学後身上に関する事項に変更が生じたときは、その

変更の内容を速やかに校長に届け出なければならない。

（学生心得）

第５条 学校における学生の修学に関する必要な事項は、学生心得として校長が別

に定める。

２ 規則第２１条に規定する寮に関しての必要な事項は、学生心得に定めるところ
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による。

（健康診断）

第６条 校長は、学生に対して、必要に応じ、速やかに健康診断を受け、健康診断書

を提出するよう命ずることができる。

（非常呼集）

第７条 校長は、火災その他の災害が発生したとき若しくは発生の恐れがあるとき

は、随時、集合場所、服装、携帯品等を指示して、非常呼集をかけるものとする。

２ 学生は、非常呼集をかけられたときは、指示されたところに従い、遅滞なく集合し

なければならない。

（備品等の使用）

第８条 校長は、学生からの申出に対し、施設及び安全管理上支障がないと判断し

た場合に限って、学校の施設、備品、図書等（以下次項で「備品等」という。）

の使用を認めることができる。

２ 学生は、前項の規定により備品等を使用するときは、損傷、紛失等の事故のな

いよう十分に留意するとともに、事故が発生した場合には、速やかに校長に届け

出なけばならない。

３ 校長は、前項の届出があった場合には、その実態を調査し、学生に故意又は重

大な過失があった場合には、その損害を求め又は原状回復を命ずることができる。

（欠席又は見学）

第９条 学生は、規則第１４条第１項に規定する欠席又は見学しようとするときは、

欠席・見学願（第三号様式）を校長に提出しなければならない。

２ 前項の場合において、負傷又は疾病によって欠席が引き続き一週間を超えると

きは、遅滞なく、医師の診断書を提出しなければならない。

３ 校長は、学生の欠席又は見学が交通事故、道路交通法違反等によるものである

ときは、必要に応じ、推薦者その他の関係者に対し意見書の提出を求めることが

できる。

（出席停止）

第１０条 校長は、規則第１４条第２項に伴う出席停止については、公欠として取

り扱うものとする。

（休業措置）

第１１条 校長は、規則第１４条第２項に伴い、校内において集団感染の発生又は

集団感染の恐れがあると認めるときは、規則第１２条第１項により休業措置をと

ることができる。

（修了及び卒業）

第１２条 校長は、所定の教科目の総単位時間数の４分の３以上を履修したと認め

る学生に対して、学校教育（次項に定めるものを除く。）の修了又は卒業を認定

するものとする。

２ 校長は、法令等に基づく教科目及び教育時間数が定められているものについて
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は、所定の教科目ごとの基準単位数を履修したと認める学生に対して修了を認定

するものとする。

（懲戒）

第１３条 校長は、規則第２０条の規定による処分を行おうとするときは、懲戒委

員会を設置し、本人及び関係者から事情を聴取し又は意見を徴し、審議を行うも

のとする。

２ 懲戒委員会の設置については、校長が別に定める。

（修了者台帳等）

第１４条 校長は、教育を修了した学生について、年度内に修了者台帳（第四号様

式）を作成し、永年保存しておかなければならない。

２ 校長は、学生に対して実施した効果測定の結果について、成績一覧表（第五号

様式）を作成し、５年間保存しておかなければならない。

第三章 学校生活

（総代及び副総代）

第１５条 校長は、学校教育の種類種別毎に、辞令書（第七号様式）により、学生

の中から総代及び副総代を任命する。ただし、宿泊を伴わない１日開催の教育に

ついてはこの限りでない。

２ 総代・副総代は、原則各１名とする。

３ 総代及び副総代の任務は、学生心得に定めるところによる。

（日直当番）

第１６条 教育訓練の円滑な推進を図るため、学校に日直当番を置く。

２ 日直当番の任務は、学生心得に定めるところによる。

（寮直当番）

第１７条 学生の寮生活の円滑な推進を図るため、学校に寮直当番を置く。

２ 寮直当番の任務は、学生心得に定めるところによる。

第四章 校外教育

（校外教育に関する規定の準用）

第１８条 規則第２３条の規定による校外教育については、毎年度校長が定める実

施計画により行う。

第五章 補則

（消防学校運営協議会）

第１９条 校長は、規則第２５条の規定に基づき、学校の円滑な運営に資するため、
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学校の運営に関する協議会を設置する。

２ 前項の協議会の構成その他その運営に関し必要な事項は、校長が定める。

附則

１ この細則は、平成１０年４月１日から施行する。

２ 福島県消防学校教育訓練細則（昭和四十八年五月十一日知事承認）は、廃止す

る。

附則

この細則の改正は、平成１４年４月１日から施行する。

附則

この細則の改正は、平成１７年４月１日から施行する。

附則

この細則の改正は、令和３年２月２６日から施行する。


